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連結財務ハイライト

営業債権残高

25,225億円

［9.8％増］
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アイフルの総合金融化戦略とは

現在の消費者信用市場は、消費者金融専業市場

が成熟化局面を迎えつつある中、消費者信用市場

全体を舞台にした競合が本格化しつつあります。今

後は、日本特有の消費者金融、事業者金融、信販、

カードという「業態の違いによる垣根」は消滅し、米

国同様に消費者信用市場全体を巡る「シェア争奪

戦」が激化すると思われます。こうした環境に適応す

べく、アイフルグループは、2001年3月に信販会社

のライフを買収、2001年1月に住友信託銀行との合

弁によりビジネクストを設立、2002年10月にシティ

ズ、2004年6月にワイドを買収いたしました。これら

は、M&A等を大きな事業拡大のチャンスと捉え、ク

レジットカード・信販も含め、出来る限り営業基盤を

広げ「営業債権の多様化」「顧客層の多様化」「収益

源の多様化」を目指す「総合金融化戦略」に基づく

ものであり、「将来にわたる安定した成長力・収益性

を確保する」「リスク分散を図る」といった両面で、必

要不可欠な戦略であると確信しております。

注：業績予想に関する注意事項

この事業報告書の数値のうち、過去の事実以外のアイフル及びそのグループ会社の計画･
方針その他の記載にかかわるものは、将来の業績にかかる予想値であり、それらはいずれも、
現時点においてアイフル及びそのグループ会社が把握している情報に基づく経営上の想定
や見解を基礎に算出されたものです。従いまして、これらの予想値は、リスクや不確定要因を
内包するものであり、現実の業績は、諸々の要因により、これらの予想値と異なってくる可能

性があります。ここでの潜在的なリスクや不確定要因として考えられるものとしては、例えば、ア
イフル及びそのグループ会社を取り巻く経済情勢や消費者金融を取り巻く市場規模の変化､
債務不履行に陥る顧客の割合、アイフル及びそのグループ会社が支払う借入金利率のレベ
ル、法定貸付上限金利のレベル等が考えられますが、これらに限りません。なお、この資料は
いかなる証券の投資勧誘を目的として作成したものでもありません。

営業収益

5,184億円

［9.5％増］

営業利益

1,347億円

［19.7％増］

経常利益

1,352億円

［20.3％増］

当期純利益

757億円

一株当り当期純利益（EPS）

800.36円

［21.1％増］

総資産当期純利益率（ROA）

3.1％

株主資本当期純利益率（ROE）

13.0％

金融機関との
個人ローン保証提携

クレジットカード・信販・
信用保証・無担保ローン
（ライフキャッシュプラザ）

無担保・不動産担保・事業者ローン

無担保ローン子会社（第2グループ）

金融機関との
事業者ローン保証提携

住友信託銀行との
事業者ローン合弁会社

事業者ローン会社
シティズ

消費者金融 クレジットカード・信販

低リスク

高リスク 事業者金融

［平成17年（2005年）3月期］
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ごあいさつ

2

株主の皆様におかれましては、ますますご清

栄のこととお慶び申し上げます。当社の平成17

年3月期の事業をご報告するにあたり、ご挨拶

申し上げます。

前期の日本経済は、原油価格の高騰や中国

経済の成長鈍化等により、一時的な景気停滞

感が見られたものの、主に設備投資を主導とし

た企業収益の改善を背景に、景気全般は緩や

かながら回復基調を取り戻しつつあります。ま

た、失業率や有効求人倍率等の雇用情勢も良

化の兆しが見られますが、個人の消費動向は企

業部門ほど回復が実感できるレベルになく、全

体としては景気の踊り場状態が続いております。

当業界におきましては、大手消費者金融会社

とメガバンクの資本・事業提携に加え、流通系

カード会社の積極展開や、IT企業による消費者

金融会社の買収等、消費者信用マーケットでの

シェア獲得は、ますます競争激化の様相を呈し

ております。

一方、右肩上がりで上昇を続けた自己破産

件数については、2004年度が前年比－12.8％

に減少したことで、実に10年ぶりの前年比マイ

ナスとなりました。これにより、アイフル単体の

貸倒費用も前年比10.8％減に転じております。

また、今年の1月～3月までの自己破産件数も、

依然として減少傾向が続いていることから、当

社の不良債権状況も減少の一途を辿っており

ます。

このような環境下、当社グループの方針とし

て、引き続き「消費者信用市場全体」をターゲ

ットとした「リテール分野における総合金融化戦

略」を推進しております。この理由は、消費者金

融専業マーケットの成熟化を将来に控える中

で、「総合金融化戦略」による事業ポートフォリ

オの多様化は、「将来にわたる安定した成長

力・収益性を確保する」「リスク分散を図る」点

で、有効な経営戦略であると確信しているから

であります。

前期の結果においても、連結営業収益は

5,184億円（前期比9.5％増）と、引き続き業界

トップの収益を維持し、連結経常利益において

も1,352億円（前期比20.3％増）と過去最高益

を更新し、業界大手4社の中でも唯一の増収増

益となりました。

当期計画におきましても、クレジットカード会

社のライフ、事業者ローン会社のビジネクスト・

シティズ等、グループ会社の利益貢献拡大を背

景に、連結営業収益予想を5,550億円（前期比

7.1％増）、連結経常利益予想を1,550億円（前

期比14.6％増）と計画しております。

株主の皆様におかれましては、これからのア

イフルグループの成長にご期待いただきますと

ともに、引き続きご理解とご支援賜りますよう

お願い申し上げます。

「総合金融化戦略」を推進した結果、

安定的利益成長が可能となっております。
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去る5月10日に発表した『2005年3月期の決算発表』においても、引き続き増収増益の結果となり

ました。今回の好決算の理由は、自己破産件数が2桁マイナスに転じた要因による「業界共通要因とし

ての貸倒費用の減少」、および総合金融化戦略の伸展による「当社個有の要因としてのグループ会社の

利益貢献増加」の結果であります。
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特　集

4

当社は、2005年5月10日（火）に、2005年3月期の

連結決算発表を行いました。今回の決算発表では、連

結営業収益が5,184億円（前期比9.5％増）、連結経常

利益が1,352億円（前期比20.3％増）と、業界大手他

社が減収増益の中、当社のみが引き続き増収増益の

結果となっております。

次に、連結営業費用は3,837億円（前期比6.3％増）

となりました。これは、昨年6月に買収した株式会社ワ

イドの影響によるものと、成長が見込めるグループ子

会社に対し、必要な先行投資をした結果であります。

また、アイフル単体の営業費用が2,330億円（前期比

2.8％減）となっていることからも、成熟化しつつある「無

担保消費者金融」から、「クレジットカード事業」や「事

業者ローン」へ、経営資源の配分を変化させているこ

とがわかります。

また、昨年12月には当社株式の流動性向上を目的

として、同族保有株式に持分異動が生じ、留保金課税

の適用対象外となりました。その結果、連結当期純利

益は757億円（前期比21.1％増）へ増加しております。

なお、今期計画については、カード会社のライフを

はじめとする、グループ会社の利益貢献が更に拡大す

ることから、連結営業収益は5,550億円（前期比7.1％

増）、連結経常利益は1,550億円（前期比14.6％増）を

計画しています。

貸倒費用の減少について

業界共通要因としての貸倒費用の減少ですが、右肩

上がりで上昇を続けた自己破産件数は、2004年度に

21万1千件（前期比12.8％減）となったことで、実に10

年ぶりのマイナスとなりました。これにより、アイフル単

体の貸倒費用も、2004年3月期の1,092億円から973

億円（前期比10.8％減）へと減少し、貸倒はピークアウ

トしております。

グループ会社の利益貢献増加

まず、ライフのクレジットカード会員数は、洋服の青

山、家電のデオデオ・エイデン等、顧客獲得力のある

既存提携先のカード発行により、合計カード会員数は

1,191万人（前期比8.0％増）へ増加、クレジットカード・

ショッピング取扱高も3,781億円（前期比18.1％増）へ

と拡大しております。また、営業貸付金残高も3,674億

円（前期比8.4％増）と順調に残高成長を遂げたことで、

経常利益は165億円（前期比36.8％増）と、引き続き

過去最高益を更新いたしました。なお、今期計画にお

いても、200万枚以上の新規カードを継続発行するこ

とで、これに伴うショッピング＆キャッシングの収益が

拡大すると見込んでおり、今期の経常利益は210億円

（前期比27.1％増）を計画、グループ会社の利益貢献

増加の牽引役として、さらなる成長が期待できると考え

ております。

ビジネクスト

次に、ミドルリスクを対象とした事業者ローン分野の

「ビジネクスト」は、昨年4月より開始した新しいスコア

リングの効果もあり、営業貸付金残高は476億円（前

期比72.6％増）と、高成長が続いております。この結

果、当会計年度の経常利益は6億円となり、2001年の

会社設立以来、初の経常黒字となりました。なお、今

期の利益計画においても、ミドルリスクの事業者ロー

ン分野については「競合が少ないマーケット」と考えて

おりますので、先行メリットをできるだけ享受する

ためにも、引き続き積極的に融資残高を伸ばし、今期

の経常利益は13億円（前期比116.7％増）を計画して

おります。

シティズ

ハイリスクを対象とした事業者ローン分野の「シティ

ズ」は、積極的な店舗出店の効果から、営業貸付金残

高は456億円（前期比46.3％増）に拡大、経常利益は

25億円と、当初計画18億円に対して大幅な増益とな

りました。今期の

利益計画において

も、13店舗の出店

による残高成長を

目指しており、今

期の経常利益は

30億円（前期比

18.0％増）を計画

しております。

さらに、消費者金融第2グループにおいても、昨年4

月より営業を開始した「トライト」は、大幅な貸倒費用

の減少と営業効率の向上により、経常利益は28億円

となりました。

また、昨年6月に買収した「ワイド」においても、貸倒

償却・引当基準をアイフルと同一にするための保守的

な費用計上を行いましたが、経常利益は当初計画を6

億円上回る16億円を計上いたしました。これらの結果、

グループ会社合計の経常利益は、単純合算で2004年

3月期の155億円から、2005年3月期は246億円（前期

比58.5％増）へと増加しており、当社の「総合金融化戦

略」は成功をおさめていると言えます。

過去最高益の更新を続ける信販・カード会社のライフ

消費者金融第2グループのトライト＆ワイド

魅力あるマーケットの事業者ローン分野

2005年3月期の決算レビュー

「総合金融化戦略」の成果「総合金融化戦略」の成果
アイフルグループ成長の基盤

増収増益の背景
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6

スポーツイベントへの主催・協賛活動

アイフルグループは、これまで「社会より支持を得る」という経営理念のもと、スポーツイベントを

中心に主催・協賛活動を行い、チャレンジする多くの人々にエールを送り続けています。

特別協賛
「青木半治杯2004国際千葉駅伝～男子～」

4月15日～17日に行われた女子プロゴルフトーナ

メントを、ライフが主催しました。

この大会では、横峯さくら選手が通算1アンダーで、

悲願のプロ入り初優勝、2位にはジュリー呂選手とい

う結果となりました。開催期間中の3日間は絶好のゴ

ルフ日和で、多くのギャラリーに見守られ、盛り上が

る中の大会となり、

混戦の最終日は、横

峯選手が見事な逆転

優勝を果たしました。

ライフでは、（社）日

本女子プロゴルフ協

会の理念（「ゴルフを

通じて社会貢献」）に

賛同し、今大会を主

催しております。開

催地である熊本県

は、昨年の賞金女

王・不動裕理選手をはじめ、多くのプロ選手を輩出す

る、いわば女子プロゴルフ王国で、県民の方々の支

援も厚い地域です。ライフはこのイベントを通して地

元と密接に協力関係を築き、地域の振興・発展の一

助になることを目指しています。

ライフ主催 日本女子プロゴルフ協会公認
「ライフカードレディスゴルフトーナメント2005」

昨年11月23日に開催された「青木半治杯2004国

際千葉駅伝～男子～」にライフが特別協賛しました。

国際千葉駅伝は、世界各国からトップランナーが集ま

る世界最大規模の国際駅伝です。1988年から昨年ま

で16回行われており、日本男子は4回優勝しています。

天候に恵まれた今大会では、参加13ヶ国のうちエチ

オピアが優勝、日本は3位でした。

ライフは、各国のプライドを賭けて「たすき」を繋ぎ、

熱い感動のドラマを生み出す選手たちを微力ながら

も応援したいと願い、2001年の大会から毎年協賛を

続けています。

2月20日、埼玉県で開催された「第2回全日本大学

女子選抜駅伝競走」に、昨年の第1回大会に引き続

き、アイフルが特別協賛しました。

この大会には、「全日本大学女子駅伝対抗選手権

大会」上位12校と北海道、東北、関東、北信越、東

海、関西、中国四国、九州の地区学連選抜8チーム

を合わせた20チームが参加、埼玉県内中仙道の6区

間30.0ｋｍを走りました。

現在世界のトップレベルにある日本女子マラソン。そ

の上位で活躍している選手たちの多くが大学駅伝の経

験者です。この駅伝が

これからトップを目指

す若い選手たちの目

標となるようアイフル

は応援し続けます。

特別協賛
「第2回全日本大学女子選抜駅伝競走」

成比であったのに対し、2005年3月期には、アイフル

単体の無担保ローンが43％、クレジットカード会社ラ

イフの営業債権が30％、不動産担保ローンが14％、

事業者ローンが5％、その他が8％となっています。ま

た、このような事業ポートフォリオの多様化は、リスク

分散を図るといった面でも、非常に有効な戦略となっ

ています。2005年3月期におけるアイフル単体の無担

保ローン償却率が7.6％であるのに対し、不動産担保

ローンは3.1％、ライフのカード事業は5.3％となってお

ります。このことからも、無担保ローンの単一事業に特

化していたのでは、貸倒リスクが高くなることがご理解

いただけます。

3点目の「資本効率を高めること」については、貸倒

リスクの低い不動産担保ローン、クレジットカード事業

等をグループ資産に組み入れることで、リスク低減の

果実として株主資本比率の大幅な積み増しは不要と

なり、他社より高い資本効率（ROE）を実現しています。

したがいまして、ライフを買収したように、今後も格付

上許される範囲内でM&Aを実施し、営業資産を拡大

させることが資本効率の観点からも最善の策と考えて

おります。皆様におかれましては、今後ともアイフルグ

ループの「総合金融化戦略」にどうぞご期待ください。
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ライフ買収�
（転換点）�

子会社無担保ローン（トライト+ワイド+TCM）�

事業者ローン（アイフル+ビジネクスト+シティズ）�

ライフ（信用保証除く）�

信用保証（アイフル+ライフ）�

アイフル有担保ローン（アイフル）�

アイフル無担保ローン（アイフル）�

営業資産合計大手4社の連結営業収益/連結経常利益

当社が総合金融化を進める理由は、大きく分けて3

点あります。1点目は「安定的利益成長を維持するこ

と」、2点目は「事業ポートフォリオの多様化」、3点目は

「資本効率を高めること」であります。

まず、1点目の「安定的利益成長を維持すること」に

ついてですが、少子化が進む人口動態の変化から若

年層を主体とする消費者金融専業市場に特化してい

たのでは、将来的には成長に限界があります。これに

加えて、最近ではIT企業等の新規参入による競合環境

も激化していることから、こうした環境に対応するため

には、自らが業態の枠組みを越え、60兆円ある消費者

信用市場全体をターゲットとすることが最善の策と考

えております。アイフルグループでは、ライフ買収を大

きな転換期として、安定した利益成長を実現している

ことが下図より理解できます。

次に、2点目の「事業ポートフォリオの多様化」につ

いては、クレジットカード会社のライフ、事業者ローン

のビジネクスト、シティズを積極拡大していることで、

1999年3月期には無担保ローン82％、不動産担保ロ

ーン16％と消費者金融事業中心のシンプルな残高構

「総合金融化戦略」の優位性

aiful0601  05.6.1 11:20 AM  ページ 6
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営業概況

8

アイフル株式会社

当連結会計年度におけるローン事業は、引き続きよ

り幅広い顧客ニーズにお応えするため、無担保ローン

を中心に、不動産担保ローン、事業者ローンといった

商品多様化戦略を推進し、着実な残高成長を実現し

ております。

無担保ローンにおきましては、新規獲得件数が34万

3千件（前期比3.4％減）となりましが、1口座あたりの単

価が上昇したことにより、無担保ローンの営業貸付金

残高は1,093,662百万円（前期比1.2%増）となりまし

た。

不動産担保ローンと事業者ローンにおきましては、長

期的な成長力を維持する上で、重要な商品と位置づ

けており、当会計年度における営業貸付金残高は、不

動産担保ローンが345,180百万円（前期比0.7%増）、

事業者ローンが32,924百万円（前期比17.8%増）とな

りました。

これらの結果、当連結会計年度末におけるアイフル

株式会社の営業貸付金残高は、1,471,767百万円
（前期比1.4%増）となっております。

新たな顧客チャネルの多様化戦略の1つとして推進

している保証事業につきましては、無担保・無保証の

個人向け保証提携に加え、事業者向け保証提携に対

する融資も積極的に行い、個人向け無担保ローン41

社、事業者向けローン32社、保証残高は43,180百万

円（前期比58.1％増）となっており、着実に残高成長を

遂げております。

当連結会計年度における株式会社ライフについて

は、既存大型提携先からのカード獲得が好調に推移し

たことにより、新規カード発行は200万枚以上を維持

し、有効カード会員数は1,191万人へ増加、カードシ
ョッピング取扱高は378,160百万円（前期比18.1%増）

となりました。

個品あっせん事業につきましては、営業体制の効率

化および強化により、積極的な加盟店開拓と販促活

動を行い、取扱高は155,752百万円（前期比15.8%増）

となりました。保証事業につきましては、引き続き利回

りの高い新型銀行保証の拡大を図り、新型銀行保証

の残高は24,046百万円（22.7%増）、信用保証の利回

りは前年の3.4%から当会計年度は4.0%へ上昇してお

ります。なお信用保証合計残高は65,305百万円（前期

比3.8％減）となっております。

これらの結果、当連結会計年度末における営業債

権残高合計は751,553百万円（前年同期比7.0％増、
債権の流動化によりオフバランスとなった営業債権

167,027百万円を含む）となりました。

住友信託銀行株式会社との合弁会社であるビジネ

クスト株式会社は、新たなスコアリングシステムを導入

した成果もあり、営業貸付金残高は47,622百万円
（前期比72.6％増）となりました。

株式会社シティズにおきましても、13店舗の新規出

店により営業基盤の拡大を図り、営業貸付金残高は

45,673百万円（前期比46.3％増）となりました。
さらに、トライト株式会社（昨年4月にハッピークレ

ジット、信和、山陽信販の3社合併）は、営業貸付金残

高58,121百万円、昨年6月に買収した株式会社ワイド

は、営業貸付金残高95,345百万円となっております。

以上の結果、当連結会計年度末におけるアイフル

グループの営業貸付金残高は2,095,201百万円（前
期比9.8％増）、割賦売掛金残高は276,848百万円
（前期比11.8％増）、信用保証割賦売掛金残高は

141,407百万円（前期比5.8％増）、その他10,489
百万円（前期比2.8％増）となりました。なお、上記金額

には債権の流動化によりオフバランスとなった営業債

権184,027百万円（営業貸付金99,580百万円、割賦

売掛金84,447百万円）が含まれております。
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その他主要グループ会社

営業貸付金残高の推移

■単体　■連結 ■単体 ■連結 単体：■総資産額　■株主資本
連結：■総資産額　■株主資本

単体：■当期純利益 ●一株当り当期純利益
連結：■当期純利益 ●一株当り当期純利益

経常利益の推移 総資産額と株主資本の推移 当期純利益の推移

株式会社ライフ
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貸倒引当金
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流動資産

現金及び預金

営業貸付金

割賦売掛金

営業投資有価証券

信用保証割賦売掛金

その他営業債権

有価証券

たな卸資産

繰延税金資産

短期貸付金

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

機械装置及び車両

器具備品

土地

建設仮勘定

無形固定資産

ソフトウェア

電話加入権

連結調整勘定

その他

投資その他の資産

投資有価証券

破産更生債権等

長期貸付金

敷金及び保証金

繰延税金資産

繰延ヘッジ損失

その他

貸倒引当金

繰延資産

社債発行費

資産合計

2,411,119

109,575

1,995,621

192,401

1,622

141,407

10,489

–

8,382

30,809

5,187

53,559

△ 137,935

162,522

48,252

22,418

140

9,821

15,653

218

31,816

19,806

691

11,007

311

82,453

24,273

28,535

8,344

12,195

4,288

18,970

7,393

△ 21,547

643

643

2,574,286

当　期
（2005年3月31日現在）

［ 資産の部 ］ 前　期
（2004年3月31日現在）

2,164,068

99,163

1,786,940

154,285

ｰ

133,610

10,205

120

1,327

29,311

20,178

55,844

△ 126,918

168,193

45,479

20,875

160

9,626

14,635

181

36,131

21,050

667

14,370

43

86,582

17,016

23,660

8,491

10,776

14,782

18,974

11,718

△ 18,838

499

499

2,332,761

連結貸借対照表 （単位：百万円）

貸倒引当金につきましては、適切な引当水準

を維持したことに加え、株式会社ワイド買収

による上乗せを行ったため、159,483百万円

（前期比9.4%増）を計上しております。

9.4%増加

流動負債

支払手形及び買掛金

信用保証買掛金

短期借入金

1年以内償還予定社債

1年以内返済予定長期借入金

コマーシャルペーパー

未払法人税等

賞与引当金

割賦繰延利益

その他

固定負債

社債

長期借入金

退職給付引当金

役員退職慰労金引当金

金利スワップ

その他

負債合計

858,865

28,988

141,407

71,695

94,000

436,661

–

23,597

4,243

14,523

43,750

1,092,683

384,890

686,212

687

1,419

17,834

1,639

1,951,548

当　期
（2005年3月31日現在）

［ 負債の部 ］

［ 少数株主持分 ］

［ 資本の部 ］

前　期
（2004年3月31日現在）

803,332

26,251

133,610

57,034

90,000

408,204

5,000

25,845

3,878

10,826

42,680

977,243

365,000

588,572

2,417

1,262

18,832

1,157

1,780,575

少数株主持分 5,384 4,681

（単位：百万円）

資本金

資本剰余金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金

自己株式

資本合計

83,317

104,125

427,609

5,363

△ 3,063

617,352

83,317

104,125

357,705

4,417

△ 2,062

547,503

負債、少数株主持分
及び資本合計 2,574,286 2,332,761

利益の着実な積み上げにより、株主資本比率

は0.5ポイント上昇して24.0％となりました。

24.0%

ROE/株主資本当期純利益率＝　　　　　　　　　×100（％）
当期純利益

株主資本（期中平均）

株主資本比率＝　　　　　　　　×100（％）
株主資本

総資産

当期13.0%

2003 2004 2005

485,991

21.3
23.5 24.0

617,352

547,503

（百万円）�
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株主資本� 株主資本比率�

ROE／株主資本当期純利益率

株主資本比率

営業貸付金につきましては、1,995,621百万

円（前期比11.7％増）と増加しております。こ

の主な要因は、アイフル株式会社の営業貸

付金が1,471,767百万円（前期比1.4％増）、

株式会社ライフの営業貸付金が284,879百

万円（前期比30.4%増）、ビジネクスト株式会

社営業貸付金が47,622百万円（前期比

72.6%増）とそれぞれ順調に伸びたことに加

え、昨年6月に買収した、株式会社ワイドの

営業貸付金残高78,345百万円が計上された

ことによります。

営業貸付金

0
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1,000,000

1,500,000

2,000,000

2003 2004 2005
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1,995,621
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11.7%増加
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営業収益
営業貸付金利息
総合あっせん収益
個品あっせん収益
信用保証収益
その他の金融収益
その他の営業収益
不動産売上高
営業投資有価証券売上高
償却債権回収額
その他

営業費用
金融費用
売上原価
不動産売上原価
営業投資有価証券売上原価

その他の営業費用
営業利益
営業外収益
貸付金利息
受取配当金
保険配当金
その他
営業外費用
支払利息
匿名組合出資損
その他
経常利益
特別利益
投資有価証券売却益
貸倒引当金戻入額
敷金保証金精算益
代行返上益
確定拠出年金制度移行差益
その他
特別損失
固定資産売却損
固定資産除却損
投資有価証券売却損
投資有価証券評価損
関係会社整理損
オートローン事業撤退損
貸倒引当金繰入額
連結調整勘定償却額
契約解除清算金
その他
税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
少数株主利益
当期純利益

518,416
466,429

9,090
17,200

7,087
144

18,462
–

664
7,719

10,077
383,700
39,682

357
–

357
343,660
134,716

1,493
41

140
766
544
914
189
616
109

135,294
1,184

712
0

33
207
208

21
7,037

383
548
170
499

–
–
–

3,830
412

1,193
129,441
41,025
11,990

702
75,723

当　期
2004年4月 1 日から
2005年3月31日まで( )

前　期
2003年4月 1 日から
2004年3月31日まで( )

473,477
429,512

8,140
15,508
5,562

95
14,658

50
ｰ

6,778
7,830

360,911
38,164

137
137
ｰ

322,610
112,566

1,040
45
94

209
691

1,160
183
747
229

112,446
4,957

738
2

31
4,025

ｰ
159

13,589
259
667

43
601
126

4,106
12

5,614
1,502

656
103,814

46,173
△ 5,157

250
62,548

（単位：百万円）

営業収益は518,416百万円（前期比9.5％増）

となりました。これは総合金融化戦略の成果

として、ライフをはじめとする「グループ企業

の利益拡大」によるものです。

また、営業費用につきましては、昨年6月に買

収したワイドの営業費用に加え、ビジネクス

ト、シティズ等の成長事業への先行投資によ

り383,700百万円（前期比6.3%増）となりま

した。

9.5%増加（営業収益）

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益

減価償却費

連結調整勘定償却額

投資有価証券評価損

貸倒引当金の増減額（減少:△）

賞与引当金の増減額（減少:△）

退職給付引当金の増減額（減少:△）

役員退職慰労金引当金の増減額（減少:△）

営業外受取利息及び受取配当金

社債発行費償却

固定資産売却損益（売却益：△）

固定資産除却損

敷金保証金精算益

投資有価証券売却損益（売却益：△）

代行返上益

確定拠出年金制度移行差益

役員賞与の支払額

営業貸付金の増減額（増加:△）

割賦売掛金の増減額（増加:△）

営業投資有価証券の増減額（増加：△）

その他営業債権の増減額（増加:△）

破産更生債権等の増減額（増加:△）

たな卸資産の増減額（増加:△）

前払費用の増減額（増加:△）

長期前払費用の増減額（増加:△）

その他流動資産の増減額（増加:△）

その他流動負債の増減額（減少:△）

その他

小計

営業外利息及び配当金の受取額

法人税等の支払額

△ 63,408

129,441

11,188

5,770

499

5,002

179

△ 1,557

1

△ 182

591

376

548

△ 33

△ 542

△ 207

△ 208

△ 106

△ 134,434

△ 38,116

505

△ 283

△ 4,875

△ 7,052

83

1,815

5,207

6,174

880

△ 19,335

182

△ 44,256

△ 42,734

103,814

7,863

7,675

601

13,626

119

△ 1,193

112

△ 139

504

259

667

△ 31

ｰ

△ 4,025

ｰ

△ 98

△ 116,158

△ 6,428

ｰ

2,533

△ 6,297

△ 603

△ 120

△ 229

3,870

4,708

4,051

15,081

139

△ 57,955

（単位：百万円）

（単位：百万円）

当　期
2004年4月 1 日から
2005年3月31日まで( )

前　期
2003年4月 1 日から
2004年3月31日まで( )

資本剰余金の部
資本剰余金期首残高
資本剰余金期末残高
利益剰余金の部
利益剰余金期首残高
利益剰余金増加高
当期純利益
利益剰余金減少高
配当金
役員賞与
自己株式処分差損
利益剰余金期末残高

104,125
104,125

357,705
75,723
75,723
5,819
5,669

106
42

427,609

104,125
104,125

300,924
62,548
62,548
5,766
5,668

98
0

357,705

当　期
2004年4月 1 日から
2005年3月31日まで( )

前　期
2003年4月 1 日から
2004年3月31日まで( )

投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入れによる支出

定期預金の払戻しによる収入

有価証券の売却による収入

信託受益権の増減額（増加:△）

新規連結子会社の取得による支出

有形固定資産の取得による支出

有形固定資産の売却による収入

無形固定資産の取得による支出

投資有価証券の取得による支出

投資有価証券の売却による収入

出資による支出

出資金の払戻しによる収入

短期貸付金の増減額（増加:△）

長期貸付けによる支出

長期貸付金の回収による収入

投資その他の資産の取得による支出

投資その他の資産の売却等による収入

その他

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入れによる収入

短期借入金の返済による支出

コマーシャルペーパーの増減額（減少:△）

長期借入れによる収入

長期借入金の返済による支出

社債発行による収入

社債償還による支出

自己株式の取得による支出

少数株主からの払込みによる収入

配当金の支払額

現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増加額（減少:△）
現金及び現金同等物の期首残高
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額
現金及び現金同等物の期末残高

△ 11,211

–

676

120

1,000

△ 9,897

△ 4,293

411

△ 5,014

△ 4,025

2,314

–

–

14,991

△ 7,116

109

△ 13

425

△ 899

80,318

875,186

△ 869,351

△ 5,000

629,726

△ 566,683

113,153

△ 90,000

△ 1,043

–

△ 5,669

△ 5

5,692

98,329

4,943

108,965

6,370

△ 498

492

509

2,000

ｰ

△ 8,095

357

△ 8,921

△ 308

2,555

△ 250

139

10,004

△ 7,216

15,735

△ 51

344

△ 427

3,097

657,558

△ 655,888

△ 8,500

541,283

△ 528,609

79,531

△ 77,000

△ 9

400

△ 5,668

△ 47

△ 33,313

131,643

ｰ
98,329

当　期
2004年4月 1 日から
2005年3月31日まで( )

前　期
2003年4月 1 日から
2004年3月31日まで( )

連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書

連結剰余金計算書2003 2004 2005

449,458

518,416

473,477

（百万円）�

営業収益�
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400,000
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単体財務諸表 ［アイフル］

14

流動資産

現金及び預金

営業貸付金

販売用不動産

前払費用

繰延税金資産

未収収益

短期貸付金

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建物

構築物

機械装置

器具備品

土地

建設仮勘定

無形固定資産

ソフトウェア

電話加入権

その他

投資その他の資産

投資有価証券

関係会社株式

出資金

破産更生債権等

長期貸付金

関係会社長期貸付金

長期前払費用

繰延税金資産

敷金及び保証金

繰延ヘッジ損失

その他

貸倒引当金

繰延資産

社債発行費

資産合計

1,504,048

67,535

1,471,767

168

3,437

8,203

11,558

5,187

18,118

△ 81,928

528,877

28,495

11,861

1,789

117

8,904

5,612

209

11,484

11,113

361

9

488,898

19,318

131,754

–

25,278

1,102

298,223

3,193

14

8,716

18,970

1,451

△ 19,124

621

621

2,033,547

当　期
（2005年3月31日現在）

［ 資産の部 ］ 前　期
（2004年3月31日現在）

1,500,700

60,425

1,451,638

181

3,687

13,629

11,501

20,178

21,150

△ 81,693

368,921

29,643

12,409

2,044

137

9,383

5,612

57

10,860

10,404

446

9

328,417

14,323

114,864

1,718

22,925

1,142

157,086

4,774

769

8,118

18,974

1,984

△ 18,264

453

453

1,870,075

単体貸借対照表 （単位：百万円）

営業貸付金は、無担保ローン、不動産担保ロ

ーン、事業者ローンといった「商品多様化」を

進めたことで、1,471,767百万円（前期比1.4％

増）となりました。

1.4%増加

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2003 2004 2005

1,471,7671,451,638（百万円）�

1,413,340

流動負債

支払手形

短期借入金

1年以内償還予定社債

1年以内返済予定長期借入金

未払金

未払法人税等

未払費用

預り金

前受収益

賞与引当金

その他

固定負債

社債

長期借入金

退職給付引当金

役員退職慰労金引当金

金利スワップ

その他

負債合計

498,285

4,598

15,000

94,000

348,065

6,348

22,544

4,565

428

3

2,386

343

950,954

374,890

556,659

319

1,209

17,834

41

1,449,239

当　期
（2005年3月31日現在）

［ 負債の部 ］

［ 資本の部 ］

前　期
（2004年3月31日現在）

468,806

4,161

8,500

90,000

327,815

5,918

24,660

4,669

387

2

2,397

292

878,365

355,000

502,413

806

1,220

18,832

91

1,347,171

（単位：百万円）

資本金

資本剰余金

資本準備金

利益剰余金

利益準備金

別途積立金

当期未処分利益

［うち当期純利益］

有価証券等評価差額金

自己株式

資本合計

負債及び資本合計

83,317

90,225

90,225

408,545

1,566

336,822

70,156

67,301

5,284

△ 3,063

584,308

2,033,547

83,317

90,225

90,225

347,062

1,566

292,322

53,174

53,086

4,361

△ 2,062

522,904

1,870,075

28.7%

当期12.2%

2003 2004 2005

（百万円）�

0

200,000

400,000

600,000

0

10

20

30
（％）�

株主資本� 株主資本比率�

470,834

24.7

28.0
584,308

522,904

28.7

株主資本比率

ROE/株主資本当期純利益率＝　　　　　　　　　×100（％）
当期純利益

株主資本（期中平均）

株主資本比率＝　　　　　　　　×100（％）
株主資本

総資産
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営業収益

営業収益・営業費用

配当金

単体財務諸表
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単体財務諸表

16

［アイフル］ ［ライフ］

営業収益

営業貸付金利息

その他の金融収益

その他の営業収益

営業費用

金融費用

売上原価

その他の営業費用

営業利益

営業外収益

貸付金利息

受取配当金

保険配当金

匿名組合出資益

雑収入

営業外費用

販売用不動産評価損

匿名組合出資損

雑損失

経常利益

特別利益

投資有価証券売却益

貸倒引当金戻入額

代行返上益

特別損失

固定資産売却損

固定資産除却損

リース解約損

投資有価証券売却損

投資有価証券評価損

関係会社整理損

敷金解約損

ゴルフ会員権評価損

契約解除清算金

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

前期繰越利益

自己株式処分差損

中間配当額

当期未処分利益

340,615

330,528

113

9,973

233,034

32,593

–

200,441

107,581

5,647

4,095

116

765

–

669

694

12

610

71

112,533

894

685

0

207

662

69

375

5

58

0

–

69

8

76

112,765

39,913

5,550

67,301

5,733

42

2,835

70,156

334,977

326,978

58

7,940

239,739

33,485

137

206,117

95,238

4,576

3,839

62

192

10

471

882

17

747

117

98,932

672

669

2

ｰ

1,643

243

385

31

ｰ

401

126

88

7

359

97,961

44,918

△ 43

53,086

2,922

0

2,834

53,174

（単位：百万円）

営業収益は340,615百万円（前期比1.7％増）

となりましたが、営業費用は233,034百万円

（前期比2.8％減）となりました。

これは主に、自己破産件数や失業率の減

少の効果により、貸倒費用が97,385百万円

（前期比10.8％減）となったためです。

当期は中間期、期末配当ともに30円とし、年

間配当額は60円とさせていただきました。

当　期
2004年4月 1 日から
2005年3月31日まで( )

前　期
2003年4月 1 日から
2004年3月31日まで( )

当期未処分利益

利益処分額
利益配当金
役員賞与金
（うち監査役分）
別途積立金
次期繰越利益

70,156

61,632
2,832

126
4

58,674
8,523

53,174

47,440
2,834

106
4

44,500
5,733

（単位：百万円）

当　期
（2005年6月24日現在）

前　期
（2004年6月25日現在）

1.7%増加（営業収益）

単体損益計算書 単体損益計算書利益処分案

営業収益

総合あっせん

個品あっせん

信用保証

融資

金融収益

その他業務収益

営業費用

販売費及び一般管理費

金融費用

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

前期繰越利益

当期未処分利益

当　期
2004年4月 1 日から
2005年3月31日まで( )

前　期
2003年4月 1 日から
2004年3月31日まで( )

121,972

9,090

17,176

4,044

83,613

50

7,995

105,492

98,594

6,897

16,480

94

50

16,524

217

885

15,856

225

4,952

10,679

190

10,869

111,575

8,136

15,456

3,842

76,885

60

7,194

99,780

93,354

6,426

11,795

355

69

12,081

4,277

6,159

10,198

218

△ 6,151

16,131

58

16,190

（単位：百万円）

営業収益は、前期比9.3％増と順調に推移し

ました。これは主に総合あっせんが9,090百

万円（前期比11.7％増）、個品あっせんが

17,176百万円（同11.1％増）、融資が83,613

百万円（同8.8%増）といずれも順調な伸び

を見せた結果であります。

9.3%増加

2003 2004 2005

102,285

121,972

111,575

（百万円）�
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Topics Report トピックスレポート

「米ドル建無担保普通社債」の発行 2005年2月

アイフルでは、2005年2月に「米ドル建無担保普通社債」を発行いたしました。
今回の外債発行は、財務体質の更なる向上を目的とした「資金調達の多様化」の一環であります。概

要としては、期間5年で発行額5億米ドル、米国及び欧州を中心とした海外投資家を対象に販売いたしま
した。尚、調達した資金は、アイフル及びグループ関連会社の事業資金として有効活用しております。

フジタコーポレーションとの提携カード発行 2005年3月

ライフでは、フジタコーポレーション（群馬県）と提携し、
2005年3月5日より「Ｆ．Ｓ．Ｃａフジタスペシャルカード」の
発行を開始、初年度40万人以上の会員化を目指します。
フジタコーポレーションは、主に群馬・栃木・埼玉といった
関東圏を中心に、食品スーパー、居酒屋レストラン、書籍・
レンタル複合店等で146店舗（2004年7月末）を展開してい
る地域密着型の流通業者です。発行するクレジットカードに
は、レンタル会員証機能も兼ね備えているカードもあり、現
金、クレジット、レンタルの利用で「グループ共通ポイント」
を貯めることができる等、お客様へのポイントプログラムも
充実しております。

1：1.5株の株式分割（無償交付）の実施 2005年5月

アイフルでは、2005年5月23日付をもちまして、普通株式1株を1.5株に株式分割いたしました。
今回の分割により増加した株式数は、額面普通株式47,345,000株。これにより、1株当りの投資金額

の引き下げが可能となり、株式の流動性向上と投資家層の拡大が図れるものと考えております。株主の
皆様におかれましては、今後ともさまざまな形での株主還元に取り組んでまいりますので、引き続きご理
解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ライフでは、タレントのオダギ
リジョーさんを起用したTV-CM
の第2弾「カードの切り方が人生
だ～出会い」篇を、2005年4月7
日より全国一斉オンエアしてお
ります。
「出会い」篇は、若手ビジネス
マン役のオダギリジョーさんが合
コンで知り合った女性に積極的
にアプローチされる、というストー
リーで、今回彼が選択を迷う
「LIFECARD」は「打算」「男気」
「調整」「本音」の4枚。振舞い方
次第では人生に大きな影響を及
ぼしかねないこの局面で、彼がど
のカードを切るのか、そして、選ん
だカードによってその後のストー
リーはどう展開していくのか？TV-
CMでは、カードを選ぶ寸前で終
わりますが、続きはWEBサイト
「www.lifecard-choice.com」で
ご覧いただけます。

すみしんライフカード株式会社の設立について 2004年10月

ライフでは、カードビジネスの提携を目的として、住友信託
銀行との共同出資会社「すみしんライフカード株式会社」を
設立いたしました。なお、同社はＶＩＳＡカードのプリンシパル
メンバー権を取得しており、2005年4月からの3年計画では、
200万枚のカード発行と取扱高1,000億円を掲げております。

代表取締役社長　中田晶一郎
設立年月日　　　2004年10月27日
資本金　　　　　200百万円
出資比率　　　　住友信託銀行　51％

ライフ 49％

「バンク・アライアンス・カード」の発行（東日本銀行とカード提携）2004年12月

ライフでは、東日本銀行との提携により、クレジットカード一体型のキャッシュカード｢バンク・アライア
ンス・カード｣を発行することで合意いたしました。発行するカードの特徴は、東日本銀行のキャッシュカ
ードに、ライフのクレジットカード＆ローンカードの機能を兼ね備えたもので、顧客利便性を追求した魅力
的なカードとなっております。
ライフによる銀行とのカード発行の提携は、今回が初めての試みであり、新たな顧客層の獲得につな
がるものと確信しております。

オダギリジョー
主演

ライフ新TV-CM放映
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日本のクレジットカード取扱高は、1993年の18兆

7,000億円から2003年には34兆1,000億円へと、この

10年で2倍近く成長しております。

ちなみに、バブル崩壊後の日本経済がマイナス成長

を続けた中でも、毎年6～7％成長している市場であ

り、このことからも、日本の個人消費は「現金社会」か

ら「カード社会」へとシフトしている事実が確認できます。

また、近年の急速な情報技術の発展により、クレジッ

トカード利用のためのインフラは、高機能化、低コスト

化とともに整備が進んでまいりました。

最近では、電子マネーとの融合によるクレジットカー

ドや、航空会社のマイレージ機能、キャッシュバック等

のポイントプログラムの充実も、従来以上に消費者に

とって魅力あるものへと発展し、顧客のクレジットカー

ド利用を促進しております。

さらに、従来から現金決済が中心となっていた公共

料金や医療機関等の支払いについても、カード決済が

可能となり始めたことから、顧客利便性の向上も強化

されつつあります。

当社の見方では、今後は「勤勉と倹約を美徳とする

時代」から、「豊かさのための負債を肯定する時代」へ

と世代交代が進めば、ますます魅力あるマーケットで

あると認識しております。

バンク・アライアンス・カード

ライフカードの新たな取り組みとして、昨年12月に

東日本銀行との間でクレジットカードの業務提携を行

い、バンク・アライアンス・カードの発行を進めており

ます。これは、銀行が顧客に発行しているキャッシュカ

ードの機能に、ライフのカードショッピングとカードキャ

ッシングの機能を兼ね備えた、顧客利便性を追求した

カードとなります。ライフでは、今回の東日本銀行との

カード提携により、新たな領域への参入が可能となり、

カード会員の拡大が見込めると考えています。

ポイントプログラムの変更

ライフカードのショッピング利用額に応じて加算され

るポイントプログラムを、今年の5月1日よりリニューア

ルいたしました。具体的には、利用金額ごとのボーナ

スポイントの充実や、誕生月のポイントを5倍でカウン

ライフでは、従来の優良企業との提携カードに加え、

前述した金融機関とのカード提携、法人カード市場の

開拓を検討しており、カード会社としてさらなる飛躍を

遂げる土台の構築に取り組んでおります。これにより、

現状の1,191万人のカード会員数を、将来的には2,000

万人まで増加させたいと考えています。理由は、既に

ライフは年間200万枚以上の新規カード発行が可能な

インフラを有しており、規模を拡大してコスト効率を改

善する「スケールメリット」を追求することが、今後の利

益成長につながるからです。今後とも、ライフのクレジ

ットカードビジネスをご理解いただくとともに、グループ

の成長ドライバーの1つとして、積極的にシェア拡大を

進めてまいりますので、どうぞご期待ください。

トするなど、他社のポイントプログラムと比較して、利

用するごとのメリットが非常に高いカードとなっており

ます。ほかにも、会員様が積算されたポイントを移行設

定する「ANAマイレージ手数料」についても、本年度よ

り無料にしており、あらゆる顧客のニーズに応じた設定

を確立いたしまし

た。詳細におきま

しては、ライフのホ

ームページ（右図）

に掲載しておりま

すので、是非ご覧

ください。

このような環境の下、ライフのクレジットカードは、毎

年200万枚のカード発行を継続して行っており、買収当

初となる2001年3月末の748万枚と比較すると、2005

年3月末には1,191万枚へと大幅にクレジットカード会

員数を拡大しております。これによるカード取扱高も、

2001年度の2,335億円から、今年度末には3,781億円

へと、年率15％以上の成長を遂げており、マーケット

成長（6％成長）を大幅に上回る結果であることがご理

解いただけます。

この急成長を続けるライフカードは、加盟店を通じ

て発行する提携カードと、ライフ独自で発行している

プロパーカードの2種類で構成されています。中でも、

ライフカードの成長ドライバーである提携カードは、洋

服の青山や家電のデオデオ・エイデン、ホームセンタ

ーのコメリ等、既存の有力加盟店による発行が中心で

あり、発行カード全体の約9割が提携カードで構成され

ています。

一方、ライフ独自で発行しているプロパーカードにつ

いては、代理店の拡充やWEB経由での獲得推進、お

よびTV-CM等で昨年4月から開始した新VI（ビジュア

ルアイデンティティ）の効果もあり、2004年3月期の新

規発行19万2千枚（前期比1.1％増）と比較して、2005

年3月期には20万7千枚（前期比7.8％増）となっており、

プロパーカードの発行も順調に拡大しております。

また、積極的に取り組んできたクレジットカード稼働

率の上昇については、携帯電話料金や電話料金等、

毎月定期的にご利用いただける月次決済取引の積極

拡大や、TV-CMをはじめとした広告宣伝により、顧客

のブランド認知度が徐々に向上しているものと考えて

おります。

マーケット成長を上回る「ライフカード」の伸展

日本クレジット産業協会の統計によると、日本全体のクレジットカード発行枚数は、2003年12月末

で約2億6千万枚に達しており、これは成人1人当り2～3枚のカードを所持していると推測できます。ま

た、金融広報中央委員会の「家計の金融資産に関する世論調査アンケート」を見ても、クレジットカード

を主な資金決済手段とした割合は、1993年の9.7％から、2003年は21.5％まで上昇しており、も

はやクレジットカードは日常生活において不可欠なものとなりつつあります。

今回の最前線では、年間200万枚以上の新規カード発行を続け、カード市場におけるシェアを着実に

伸ばしている、ライフのクレジットカード戦略についてご紹介いたします。

拡大を続けるクレジットカード市場 大型加盟店発行のライフ提携カード

顧客獲得に向けての新たな取り組み

今後の見通しについて
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商 号
本 店 所 在 地
創 業
設 立
資 本 金
社 員 数
主要な事業内容

発行する株式の総数
発行済株式の総数
株 主 数

373,500,000株
94,690,000株

4,381名

福田吉孝
（株）山勝
（株）丸高
エリオリース（株）
日本トラスティ・サービス
信託銀行（株）（信託口）
日本マスタートラスト
信託銀行（株）（信託口）
ステート ストリート バンクアンド
トラスト カンパニー 505103
福田安孝
ステート ストリート バンク
アンド トラスト カンパニー
ザ チェース マンハッタン
バンクエヌエイロンドン

18,681
8,901
8,181
6,797

5,588

4,007

2,814

2,422

2,057

1,313

19.73
9.40
8.64
7.18

5.90

4.23

2.97

2.56

2.17

1.39

持株数/千株 持株比率/％

アイフル株式会社（AIFUL CORPORATION）
京都市下京区烏丸通五条上る高砂町381-1
1967年（昭和42年）4月
1978年（昭和53年）2月
833億17百万円
3,184名
消費者金融事業、不動産担保金融事業、
事業者金融事業

5万株未満

5.59％
5,282,376株

50万株以上

75.51％
71,512,088株

5万株以上
25万株未満

10.39％
9,839,652株

金融機関等

18.19％
17,232,160株

25万株以上
50万株未満

8.51％
8,055,884株

その他の法人

26.51％
25,102,253株

外国法人等

31.18％
29,511,260株

個人・その他

24.12％
22,844,327株

所有者別

所有株数別

※ローン事業店舗1,572店
（ｅきゃっシング店、個品割
賦店、個品割賦キャッシン
グ店、提携カード管理店
を含む）

北 海 道 地 区
東 北 地 区
関東・甲信越地区
東海・北陸地区
近 畿 地 区
中 国 地 区
四 国 地 区
九州・沖縄地区
合 計

総店舗数

62
127
590
216
233
103

54
187

1,572

北海道

62店舗

東北

127店舗

関東・甲信越

590店舗

東京支社
〒100-0006 東京都千代田区

有楽町1-2-2  東宝日比谷ビル

（日比谷シャンテ）

本社
〒600-8420 京都市下京区
烏丸通五条上る高砂町381-1

四国

54店舗

東海・北陸

216店舗
近畿

233店舗

中国

103店舗

九州・沖縄

187店舗

（万株）�

0
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14,000
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0
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会社概要

主な事業所

役員 株主構成 株式分布図

大株主

株価および売買高の推移

（平成17年3月31日現在）
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アンケート報告
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事業報告書のアンケートにたくさんのご回答をありがとうございました。

皆様からいただいたご意見を誠実に受け止め、できる限り経営に反映させ

ていきたいと考えております。

これからもより多くの貴重なご意見をお待ちしております。

IT関連企業による消費者金融事業の参入などから、インターネットからの顧客獲得機会が増えてい

ると思われますが、アイフルの考え方と取り組みを教えてください。

まず、消費者金融業界における新規獲得チャネルの

イノベーションとして、90年代に開発された無人契約機

があげられます。この無人契約機の開発については、

顧客利便性を追求した画期的なイノベーションとして、

当時の大手消費者金融各社は全国各地への大量設置

を急速に進めました。その結果、バブル崩壊による日

本経済の低迷期においても、新規獲得増加の牽引役

となり、当社に占める新規獲得の半数以上は、この無

人契約機からの獲得という実績が続いております。

一方、IT関連企業の参入に伴い、現在はインターネ

ットによる新規獲得が大きな話題として取り上げられて

おりますが、当社の見方としては、無人契約機のような

画期的な顧客獲得チャネルにはなりえないと考えてい

るものの、新たな顧客獲得チャネルの一貫として取り

組んでおります。

具体的には、平成12年4月よりeきゃっシング店を設

立し、インターネットチャネルからの獲得も積極的に進

め、2005年3月期におけるインターネット（パソコン・モ

バイル）新規獲得占有率は、11.8％まで上昇しており

ます。

Q 1「アイフル株主通信」をお読みになってのご感想は？

Q 4 弊社株式に投資された理由は何でしょうか？Q 3 今後、どのような情報の充実を望まれますか？

Q 2 特に興味を持たれた内容はどれでしたか？

Q 5 わが国株式市場の今後の動向について
どのようにお考えですか？

Q 5
-1 -2
今後の弊社株式について
どのような方針をお持ちですか？

株主メモ

24時間電話自動受付システムのご案内

決 算 期
定 時 株 主 総 会
株 主 確 定 基 準 日

名 義 書 換

1単元の株式の数
公 告 の 方 法

上 場 証 券 取 引 所

届出諸事項の変更・
買取請求についてのご案内

住所、届出印、法人株主の代表者、あるいはその役職名、
氏名、商号、配当金の振込口座などのご変更は、住友信
託銀行本支店でお手続きください。ただし、株式会社証
券保管振替機構に株券を預託されている場合には、お取
引の証券会社にお申し出ください。

当社では株主様からの住所変更等のお手続きを24時間に
わたり受け付けさせて頂いております。
連絡先は以下の通りです。

■郵便物送付および電話照会先
〒183-8701 東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行証券代行部

■住所変更等用紙のご請求
7 0120-175-417

■その他のご照会
7 0120-176-417

毎年3月31日
毎年6月中
定時株主総会・利益配当金 3月31日
中間配当を行う場合　　 9月30日
その他必要ある場合はあらかじめ公告いたします。

1.名義書換代理人　大阪市中央区北浜四丁目5番33号住友信託銀行株式会社
2.同事務取扱場所　大阪市中央区北浜四丁目5番33号住友信託銀行株式会社証券代行部
3.同取次所　　　　住友信託銀行株式会社全国各支店
50株
日本経済新聞に掲載する。
ただし、商法特例法第16条第5項に定める貸借対照表および損益計算書に係る情報は、
http://www.ir-aiful.com/shareholder/shareholder03.cfm
において提供する。
東京証券取引所市場第一部
大阪証券取引所市場第一部

［回答者の属性］

（平成17年3月末集計）

第28期中間事業報告書（平成16年4月1日から平成16年9月30日まで）アンケートより

（平成17年3月31日現在）

アンケート結果

代表的なご質問～30代

7％

男性：80％
女性：20％

40代

12％
50代

20％
60代

38％

事業内容、経営内容
などの状況が
よく理解できた

46％

最前線レポート

3％

アイフルグループ
成長の基盤

56％

トピックス
レポート

8％
営業概況

33％

社会・
文化貢献活動

6％

財務内容

7％
事業内容

7％

経営戦略

17％

現在の水準よりも
下落する

10％

一進一退が続く

66％

経営方針

23％

売却

6％

長期保有

67％

株価の割安感

2％

将来性

34％

収益性

33％

早晩本格的な
上昇基準に転じる

24％

事業の
新しい展開

41％

業界の動向

15％

業績・財務

15％

買増し

27％

投資を考えるための
情報源として役立ちそうだ

21％
企業の方向性や
将来性がよく
理解できた

33％

70代

18％

不明

5％
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本　　社／〒600-8420 京都市下京区烏丸通五条上る高砂町 381-1 075-201-2000（代）
東京支社／〒100-0006 東京都千代田区有楽町1丁目2番2号東宝日比谷ビル（日比谷シャンテ） 03-4503-6100

この冊子に関する
お問い合わせ先

アイフル株式会社 IR室 東京都千代田区有楽町1丁目2番2号東宝日比谷ビル（日比谷シャンテ）03-4503-6100
IRウェブサイト http://www.ir‐aiful.com

アイフルグループのホームペ

ージでは、会社情報、サービス

内容、ニュースリリース、IR情報、

採用情報など、最新の情報を掲

載しておりますので、ぜひご覧く

ださい。

また、皆様からのご意見、ご要

望もお待ちしております。

http://www.aiful.co.jp
http://www.ir-aiful.com

http://www.lifecard.co.jp

［IRサイト］

ライフ

http://www.businext.co.jp

ビジネクスト シティズ

http://365157.jp

トライト

http://www.wide-net.co.jp

ワイド

http://www.nf-partners.co.jp

NFP

http://www.astry-s.co.jp

アストライ

http://www.citys.co.jp

30%
Minimum
SA-coc-1210

この紙製品の製造ラインに使用されている木

材ファイバーの30％以上は、適切に管理され

た森林から切り出されたものです。適切に管

理された森林とは、FSCの規定に従い、独立

した機関により認証された森林を指します。

FSC TRADEMARK©  1996 Forest Stewardship Council A.C.

ホームページのご紹介

株主通信
第28期事業報告書平成16年4月1日から平成17年3月31日まで June 2005 Vol.16
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